
の
き
の
こ
と
似
て
い
る
も
の
も
あ
る
の

で
、
き
の
こ
狩
り
な
ど
の
際
は
厳
重
な

注
意
が
必
要
で
す
。
食
用
の
き
の
こ
か

ど
う
か
判
別
で
き
な
い
場
合
は
、
採
取

せ
ず
、
決
し
て
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
迷
信
の
よ
う
な
判
別
法
や
毒

抜
き
法
を
信
じ
る
の
も
非
常
に
危
険
で

す
。「
柄
が
縦
に
裂
け
る
き
の
こ
は
食

べ
ら
れ
る
」「
毒
き
の
こ
は
鮮
や
か
で

毒
々
し
い
色
を
し
て
い
る
」「
塩
漬
け

に
す
れ
ば
、
ど
ん
な
き
の
こ
で
も
食
べ

ら
れ
る
」
な
ど
の
言
い
伝
え
は
、
い
ず

れ
も
誤
り
で
す
。
き
の
こ
の
特
徴
を
知

り
、
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
き
の
こ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
専
門
家
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

中
毒
事
故
が
毎
年
発
生
。

原
因
は
約
10
種
の
毒
き
の
こ

  

　
日
本
の
毒
き
の
こ
の
種
類
は
2
0
0

以
上
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、
食
中

毒
を
起
こ
す
こ
と
が
多
い
の
は
約
10
種

類
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
毒
事
故
は

毎
年
発
生
し
て
い
て
、「
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
」

「
ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ
」「
カ
キ
シ
メ
ジ
」
な

ど
に
よ
る
中
毒
例
が
多
く
、
こ
れ
ら
を

食
べ
る
と
お
う
吐
、
腹
痛
や
下
痢
を
伴

う
消
化
器
系
の
中
毒
症
状
が
起
こ
り
ま

す
。
中
に
は
致
死
性
の
猛
毒
を
持
つ
も

の
も
あ
り
、
死
亡
事
故
の
多
く
は
、「
ド

ク
ツ
ル
タ
ケ
」
に
代
表
さ
れ
る
テ
ン
グ

タ
ケ
類
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
毒
き
の
こ
と
は
い
え
、
外
見
が
食
用

| ベニテングタケ
|

|カ
エン
タケ

|

|ドクツ
ルタケ |

|カ
キシメジ |

|オ
オ
シロ

カラ
カサタケ |

写真提供／竹しんじ（「ドキッときのこ」http://dokitto.com/）

ガ
ク
リタ

ケ
|

夏から秋にマツなどの針
葉樹林やシラカバなどの
広葉樹林の地上に発生。
大型で、タマゴタケ（P.10
参照）と間違えやすいの
で特に注意。

秋にブナ、コナラなどの雑木林の地上
に発生。カサは直径3～ 8㎝で、シイ
タケと間違えやすい。食べるとおう吐、
下痢、腹痛などの中毒症状が起きる。

夏から秋にかけてブナ
などの広葉樹林の地
上に群生。毒性が強く、
触っただけでも炎症が
起きることがある。食
べて死亡した例もある。

初夏から秋にかけて発生する大型
の毒きのこで、肥沃な土壌を好む。
カサは白い饅頭形で、表皮が裂
けて褐色のウロコ様になる。

食べるとコレラのような症
状が出た後、死に至る
場合も。初夏から秋に
針葉樹林や広葉樹林の
地上に発生。カサの下
にツバ、基部には袋状
のツボの名残がある。

ルの
出る
春

る。

【きのこ図鑑】

毒きのこ編

猛毒！

触るな
！

危険似
ほ
樹
群
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|ヒ

トヨ
タケ

|

|ハナホウキタケ |

| テ
ン
グ
タ
ケ

|

|フクロツルタケ |

|タ
マシ
ロオニタケ |

|オ
オワライタケ |

|ス
ギヒラタケ |

|ニ
ガ
ク
リタ

ケ
|

|ツキヨタケ

|

食べると
状が出
場合も
針葉樹
地上に
にツバ、
のツボの

夏から秋にスギ、マツなどの倒木や古株に群生。
カサは白色で扇のような形状。脚の脱力、意
識障害などを伴う急性脳症を引き起こす。

初夏から秋にかけて広葉
樹林の地上に発生。茶
色のカサに白いいぼが点
在するのが特徴だが、い
ぼは脱落しやすい。消化
器系、神経系の中毒症
状が出る。

夏から秋にかけて針葉樹
林や広葉樹林の地上に
発生。サーモンピンクの
サンゴのような形状。消
化器系の中毒が起こるこ
とがあるといわれる。

飲酒前後に食べるとアルコールの
分解が阻害され、中毒症状が出る
といわれる。カサは初めは卵形。春
から秋に庭先や道端でも見られる。

コレラのような症状が
出るなど、死に至る猛
毒を持つ中型のきの
こ。カサには脱落しや
すいいぼがあり、後に
平らに開く。夏から秋
にかけて広葉樹林など
の地上に発生。

夏から秋にブナ科の広葉
樹林の地上に発生。死
に至る猛毒を持つ。白地
に茶褐色のウロコ状のカ
サ、基部の大きな袋状の
ツボが特徴。

幻覚作用を引き起こす神経系の毒があり、
カサは黄金色～褐色。初夏から秋にかけ
て広葉樹の枯れ木などに発生する。

中毒事故多発！

秋にブナの枯れ木などに
群生。カサは主に半円形
で10～ 20㎝ほど。初め
は黄褐色、後に紫褐色
～暗褐色になる。猛毒で、
ヒラタケやシイタケと間違
えやすいので
要注意。

ナラタケ（P.11参照）に似
ているが、死亡例もあるほ
ど猛毒。針葉樹や広葉樹
の枯れ木、倒木などに群
生し、通年発生する。

13 October 2016

仕上サイズ
データ 登録
297
210
右アキ

297
210
右

天地
左右
アキ

D
IP

制
作

4
課

　
9

J
 

ａ
ｆ

ｆ
１

０
月

号
 

2
R

6
=

1
7
　

 
製

版
者

 
訂

正
回

数
 

色
　

数
 

4
 

製
　

版
　

課
 

 中
俣

 
1
 

 
 

1
2

3
3

0
1

4
5

 
0

0
5

1
 

中
俣

1
teiki

CS4

DMA-99000000574

山
崎

3
teiki

CS4

DMA-99000000599
下山崎_04-13-kinoko.indd   13 16/09/18   21:56


